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1. はじめに 
 近年のわが国において，公共事業全般に対するコスト

縮減への要望に応じて，床版の長支間化，高耐久性およ

び施工の合理化を目的とした鋼・コンクリート合成床版

の開発・研究が積極的に行われている．そこで，筆者ら

も鋼板リブと構造用鋼管をジベルとした鋼・コンクリー

ト合成床版(以下，パイプスラブと呼ぶ)を提案した． 

 本合成床版は，図-1 に示すとおり，底鋼板に鋼板リブ

を橋軸直角方向に設け，構造用鋼管を橋軸

方向に配置した構造である．鋼板リブに設

けた長孔に鋼管を貫通させることにより，

①底鋼板とコンクリートとのずれ止めの役

割を果たす 1)，②底鋼板を構造用部材とし

て考慮することで下側鉄筋を省略できる，

③鋼管内部が中空であるためコンクリート

重量が軽減できる，などの特長を有し，す

でに各種確認実験を行い，その性能を確認

している 2)．本文では，疲労耐久性を確認

するために行った実物大床版による輪荷重

走行試験の概要および測定値と解析値との

比較・検討結果を報告する． 

 

2. 実験概要 
実験供試体の形状，寸法を図-2に示す．

実験供試体は，荷重条件を B 活荷重とす

る床版支間 3.0m の連続版で設計した．

使用したコンクリートおよび鋼材の種類

を表-1 に示す．実験装置には，大阪大学

所有の輪荷重走行試験機を用いた．実験

供試体の支持条件は，橋軸方向の 2 辺を

床版支間 2.2m の主桁上で単純支持，残 
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図-1 パイプスラブ 

図-2 実験供試体 (寸法単位：mm) 

 設計値 実測値 

ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度 30.0 N/mm2 41.2 N/mm2 

ｺﾝｸﾘｰﾄ弾性係数 2.8×104 N/mm2 3.3×104 N/mm2 

鋼板リブ SM400，高さ 110mm×厚さ 12mm，間隔 400mm 

構造用鋼管 STK400，φ=48.6mm，t=2.3mm，間隔 400mm 
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表-1 実験供試体の使用材料 
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る 2 辺を横桁により弾性支持することで，連続版として設計

した実験供試体と等価な曲げモーメントが載荷されるように

した．輪荷重は，供試体上に並べた 300×120mm の鋼ブロッ

ク上を±1.0m の範囲で移動する．載荷荷重は，最初 177kN

で 30 万回載荷した後，206kN で 30 万回，さらに 235kN で 40

万回の合計 100 万回を載荷した．実験状況を写真-1 に示す． 

 

3. 測定値と解析値との比較・検討結果 
 まず，走行回数と実験供試体の静的載荷時における中央

鉛直たわみの関係を図-3 に示す．図-3 より，たわみは載荷

荷重 235kN，走行回数 100 万回に至るまで，疲

労劣化による増加は見られず，最大たわみは

0.8mm であった． 

 つぎに，各載荷段階毎の配力鉄筋方向におけ

るたわみ曲線の変化状況を図-4 に示す．なお，

各載荷回数毎のたわみ値は，すべての載荷荷重

を 177kN に線形換算したものである．また，図

中には，コンクリート全断面を有効とした場合

および引張側コンクリートを無視した場

合の FEM 解析結果も併記した．図-4 よ

り，載荷初期段階においては，コンクリ

ート全断面有効とした場合の解析結果と

一致している．その後，載荷回数の増大

に伴って徐々にたわみが増加し，引張側

コンクリートを無視した解析結果に近づ

いていくが，載荷荷重 235kN，走行回数

100 万回においても，測定値は解析値

の 90%程度であった． 

 さらに，継手位置の静的載荷時における目開き量は，0.02mm(177kN)→0.026mm(206kN)→0.03mm(235kN)

程度であり，輪荷重走行に伴う継手部の疲労劣化による目開き量の増加は認められなかった． 

最後に，実験終了後，実験供試体の切断を行ったが，有害な内部ひび割れは確認されなかった．  

 

4. まとめ 

実物大床版による輪荷重走行試験の結果，パイプスラブは，載荷荷重 235kN，走行回数 100 万回に至るま

で急激な挙動の変化を生じなかった．このことから，輪荷重による移動載荷試験に対しても十分な耐荷力，

疲労耐久性を有していることがわかった． 
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写真-1 実験状況 

図-3 走行回数と実験供試体中央鉛直たわみ関係 

図-4 各載荷段階におけるたわみ分布 (177kN 換算) 
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